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り

在
中
の

、

卵
が

悉
く

發
生

力
あ
る

こ

ご

を

知
り

た
h
。

氏
は

伺

本

種
03

雄
の

極
め

て

少
き

事
を
述
べ

て
、

此
の

ク

モ

の

單
爲
生
殖
を

起
困
せ
・
し

に

非
庵

や
ビ

言
へ

り
σ

匡

ミ
◎

蕊
§
恥

ミ
馬

ミ（

は

か

主

る
一

例
な
り

ご

云
ふ

。

　

雌
蜘

蛛
は

最

後
の

蛻
皮
後
に

非

ざ
れ
ば

交
接
に

は

不

適
當
に

し

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

て

交
接

板
（

団
℃一
σq
）

卩
P

自

巨
）

も

其
の

以

後
に

完
成

す
る

へ

の

な

る

事

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
一

は
一

般
に

信
ぜ

ら
る

莖

所
な

bo

然
る

に

性

的
に

成
熟・
し

た
る

ク

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
…

モ

は

蛻
皮
す
る

こ

ご

决
し
て

無
き

も
の

に

は

詐

す
、

ペ

ル

ト

ヵ

ウ

（

防
詞
勾

目
凶

跨
H・
一

 
GQ
印

）

は

」、

竃
夐

覧
§
多

＄
鼕
唱
丶

§
象

ミ

ミ
ξ
g

を
モ

ン

ゴ

メ

リ

（

乙
OZ

冖・
OO

寓

覧
履

｝

8n
。

）

は

S
讐
。

き

ミ
§

ミ
雫

縣

3
（

乞
O
刈

）

定
詳
登
。・

ワ

を
以

て

性
的
に

成
熟
し
た
る

後
も

蛻
皮

を
行
ふ

も
の

こ

せ

り
。

　
モ

ン

ゴ

メ

リ

（

一
〇

9
）

は
ク

キ

サ

ス

州
ア

ウ

ス

チ

ン

の

林

中
に

て

』
聖

。

農

菁
的

ミ
§
恥

の

幼
き
者
二

十
二

匹

を

捕
ヘ

ガ

ラ

ス

箱
に

入

れ

三

月
上
句

よ
り

亠

ハ

月

中
旬
に

至

る

間

所
要
の

食
物

を
輿
へ

て

飼
青
せ

し
に
ク

モ

は

悉
く
成

熟
し

最

後
の

蛻

皮
を

終
へ

探
集
の

頃

極
め

て

小

形
に

己
て

不

完
全

な
b

し
生

殖

門

附
近
は

複

雑

大
形

こ

な
り

來
り

戯
、

氏
は

斯

く
て

是
等
吻

ク

モ

が

全

く

清
淨

無
垢
の

處

女
ご
・
し

て

生
存
せ

し
む
る

こ

ご

を゚
得

だ
る

な
り
。

H

等
の

處

女
力

中

十
一

疋
は

昏
一

個
宛

、

七

疋
ほ

各
二

個

宛

一

疋
は
三

岡
の

卵
嚢

を

作
も

合
計
二

十
入

個
の

卵
嚢

・・

兒
た
る

も
、

十
一

個
の

卵
嚢
は

彼

等
の

食
ふ

所
こ

な
。

た

れ

ば

氏
は

殘
の

十

七

個
は

食
は

れ
の

内

に

取

り

出
し

て

他
の

罎
　
入

れ

把

り
。

然
る

に

其
れ

等
　
卵

嚢
の

容
の

だ

る

卵
は
一

も

孵
化
せ

す
檢

鏡
せ

る

も
十
⊥

ハ

細
胞

期
に

達
せ

〔

雜
　
　

録
）

O
随
聞

隨
罅

る

も
の

無

く
悉
く

乾
上
り
て

此
の
ド

ク

グ

モ

の

單
爲
生
殖
の

望
み

無
き

を
知
り

譫
o

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

（

岸

田

久
吉
）

●
隨
聞
隨
録

　
（

十
四
）
　
『

ブ

ル

ン

．
弄

ル

』

氏瑞
脚

に

於
け

釦
一

新
細

胞
　
　

〉
」」
騨

居【｛
月

6▼戸v
財

国
昌

匡
ハ

は

人
の

『

ブ

川

ン

ネ
ル
L

民

腺
−
1
！

十
二

指
腸
に

存

在・
し

て

居
る

ー
ー
中
に
ム

ー

迄

誰
れ

も

見
π

こ

ご

の

無
い

新
・
し

い

腺
細

胞
を

見

附

け

出
む
た
さ

う

で

あ
る
o

何
ん
で

も

規
則

正

し
く

配

列
さ

れ

陀

大

き
な

裸
粒
を
含

み

丁

度
『

り

ー

べ

〃

キ

ユ

ー

ン

』

氏
腺
ー
1

小

腸
、

大
腸
に

存
在・
し

て

居
る

！
i
に

見
る

『

パ

子

ス

』

氏
細
胞
に

似
て

居
る

さ

う

で

あ
る
。

作
用
は

恐

ら
く

酵
素
を

分
泌
し

て

淌
化
を

助

け
る

だ

ら

う
ご

云

ふ

話
で

あ
る
Q

貧
）

　
（
十
五
）

鳥
類
脾
臘
の

大
さ

　

近
頃
ジ

唐
渚

02

｝

乞曽
一
）

目

H
辷
ド

國
目

ゴ

o

護

浸一
葺

爾

比

は

多
數
の

烏
に

就
て

其
脾
臟
の

大
き

の

比

較
研

究
を
試
み

次

の

結
果
伊

得
た

さ

う

で
め

る．
、

　
一

、

　一

般
し

型
は

二

種

あ
る
・

ー
卵
形
か

叉
は

之
れ
の

少
・
し

柚日

ぴ

托

も
の

。

　

二
、

小
さ

な

鳥
は

比

較
的

大
き

い

脾
臟
を
持

ち
、

大
き

い

．

は

却

て

小
さ

な
脾
臟

を
持
つ

．

且
）

　
〔

＋

六）
「

ス

ピ

ロ

へ

』
ア
」

の

系

統
的

關
係
「

ス

ピ

ロ

ヘ

ー

テ
」

の

系

統
的
關

係
を

論
す
る

人

の

甲

に

は

之
れ

を

細
菌
ご

厭

生
動

物
の

中
間
物
で

は

無
か

ら
う
か

ε

云
ふ

説
を

持
つ

て

居
る

人
も
あ
る

さ

う

で

あ
る

が

近
頃

ρ

○

口

審
o
孱］
）

U9

肖

聾

ご

云

ふ

人
が

色
々

ご

之
に

就

て

研

究
を

試
み

た

結
果

原
生
岫

物
に

も
、

細
菌
に

も
、

叉

藍
藻
類

に

も

大
し

て

關
係
の

在
る

も
の

で

な
い

ご

云

っ

て

居
る

。

何
ん
で

六
三
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（184）明治四十五年月十五日

（

雑

　

　
録
）
　

O
隨
聞

黷
録

も

像
程

飛
び

離
れ
た

も
の

で

あ
る

さ

う

な
。

又
此
の

類

は

便

宜
上

三
つ

の

型
に

歸
着
せ

し
め

得
る

さ

う

で

從
つ

て

三
つ

の

屬

魯
賠，
。
−

斗
§
3R

、

竜
。

ミ
ミ
3Q

、

襃
訂

冨
9 ．
寒

に

分
つ

さ

う
で

あ
る

（

B
）

　
（

十
七
）

　
單
舜
生

殖
で

出
來

れ

蛙
の

幼
蟲
の

染
色
體
の

數

或
る

入
が

單
爲〜
生

殖

で

出

來
陀

蛙
の

幼
蟲
の

八

日

目
の

も
の

の

構
體
細
胞

を

委・
し

（

吟
味
し
だ

處
六

個
の

染
色
體
を

見
出
・

し

把

そ
う
で

あ

る
。

是
れ

は

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　

丁

度
普

逋
の

場
合
の

宇
分
に

相

當
す
る

ε

云
ふ

事
で

あ
る
。

丶
B
）

　
（

＋

八
）

牛
の
A
口

の

子

仔
を

花

む

　
目’

H
毒

乾
○

霧

ε

云
ふ

人
が

某
動

物
園
で

b

ぎ
§

§
蕁

ミ
母

§
§
恥

芒

吻゚

§
臆

§
＆

覇

こ

の

合
の

子
に

就
て

面
白

い

實
驗
を
行
つ

セ

さ

う
で

め
る
。

切・

§
・

§
概

鶏
ミ
嘉

約

に

切．

袋、・
§
＆

霧

吟

を
、

か

け

て

出

來
た

合
の

子

の

睾
丸
に

は

澤

・
山
の

立
派

な

精
蟲
が

在
っ

た

叉

同
じ

親
よ

り

出
家
だ

雌

は
仔

を

生

ん

だ
。

武
）

　
（

十
九
）

双

鞭

類
の

不

整
齋

形
の

意

味
。

　

原

蟲
類
び

微
小

な
生

物
中
に

は

螺
旋
的
に

蓮
動
で

る

爲
め

便
利

な

樣
な

形
を
ε

り

從
て

不

整
麕

な

盟
を

示
す
も
の

も

あ
る

が
、

双

鞭
類
（

U一冖
δ

肆
σq

皀
畧

こ
の

中
の

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
｝

q
ミ
ミ
画

§“

寒
§
ミ
謡
ミ

ボ

9

黛
。

避
恥−

臥

穏
憶

ミ
魯
N

§

賞

『
、

せ
08

丶
や

邑
30

§
辱、
o
織

§．匂

§

等
で

は

其
不
整
齋
な

體
を

示

す
原
因
を

螺

旋
的
運
動
や
體

表
増
加
に

求
め

得
ら
れ

漁
、

此
等
は

恐
ら
く

靜
止

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
ハ

し
て

居
る

時
に

自
己
の

體
重
に

よ
り

深

き

所
に

沈

降
し
て

行
く

の

に

抵

抗
す
る

爲
に

起
つ

だ

適

應
の

結

果
で

あ

ら

う
ご

思
は

れ
る

ε
。

（

E
）

　
（

二

＋
）

「

カ

リ

フ

ォ

ζ
ア
．

コ

ン

ド

ル

」

の

漸

載．

　

遠
見
の

利
く
の

で

有

名
な

南
米
の

Oo

髭
霞
（
¢

ミ
き

き
§
愚
｝

鬟

ミ

§
潮

§
）

近

縁
の

も

六

四

の

に
、

O
巴呻
8
ぎ
す

Oo
嵩
幽

窪

（

勺
切

§

§
ミ．
璽

℃
認

§
ら

ミ

魯
蓄
賊

§
定

窮
）

ざ

い

ふ

の

が

あ

る
o

名
の

示
す

逋
り
、

加

州
の

山
中
に

棲
ん

で

居

る

も
の

で

あ
る

が
、

元

は
、

北
は

白
譴｝

首
σq85

州
か

ら
南
は

墨

西

哥
邊
迄

分
布
し

て

居
た

も
の

で

あ
つ

た
が

、

今
は

僅
に

南
加

州

の
、

・
し

か

も
極
一

部

舜
に

、

甚
稀
に

見
ら
る

よ

の

み
こ

な
つ

陀
。

何

故
こ

ん

な

事
に

な
つ

だ

の

か

ご

尋
ね
て

見
る

ご
、

全
（

植
民

者
の

野

獸
退
治
に
「
基
い

て

居
る

の

だ
ご

い

ふ
へ

蓋
・
し

、

人
も
如

る

如
く
、

09

ム
皀

は

鳥

獸
の

屍
を
唯
一

の

食
物
ざ

し
て

居
、

し
か

も
亦
、

數
朋
相

寄
つ

て
一

つ

物
を

啄
き

食
ふ

習

慣
を
持
つ

て

居
る

の

に
、

そ

ん
な

事
に

は

無

頓
着
な

開

柘
者
が

、

仕
事
の

邪

魔
r
な
み

熊
や

狼
な
ご
の

害

獸
貿

剿
滅

す
る

の

に
、

毒
留

仕

込

ん
だ

餌
を
使
用
す

る

を
常
ご
・
し

だ
の

で
、

ε

は

知
ら
皰

無
辜
の

鳥
が

、

其
餌
や

、

其
爲

に

死
ん
だ

野

獸
や

を
食
つ

て
、

幾
芻
か

r
諸
共
に

相

續
い

で

斃
れ

陀

爲
な
の

で

あ
る
。

そ
れ

に

不

幸
な

事
に

は
、

此
鳥
は

毎
生

殖

期
唯

一

つ

し
か

卵
を

産
ま
の

の

で
、

一

層
其

滅
亡
の

期
を

早
め

た

譯
に

な
つ

だ
。

さ

れ

ば
、

一

九
〇
六

年
、

考囓

い゚

「

身

§
ビ

が

人

跡
絶

え
た

加

州
の

大
溪
谷
で

、

其
一

巣
を
發
見
・
し
、

幼
鳥
の

生

育
を
觀

察
し
、

更
に

之
を

補

獲
し

、

鳥

學

者
連
の

大

鳴
采

を
博

し
た

折
の

記

録
を

、

昨

年
日

本
に

來
て

、

吾

動
物

學
會
で

講
演
を・
し

た

事
の

あ
る

耋．

ρ

団

目
霧
が

、

或
雜
誌

に

紹

介
す

る

序
に

、

大

略

次
の

意

味

の

事
を
つ

け

加
へ

て

居
る
。

口

く
、

『

或

種
の

鳥
の

稀
少
こ

な
れ

る

の

結
果

、

其

各

個
の

生
育
史
が

詳
説
に

値

す
る

に

至

れ
る

時
、

該
種
の

運
命
や
誠
に

悲
む
べ
・
し
。

』

ご
。

（

R
）

　（
二

＋
一
）

兀

鷲
の

食
物
。

前
に

翠

げ
た

Oo

言
霞

の

屍
肉
を

常
食
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こ

す

る

性
は

、

其
近

線
の

も

の

に

共
通

の

も
の

ε

見
え

、

歹
≦

ぎ

（
p

σこ

げ

に

對
し
て

、

ひ
つ

く
る

め

て

く

巳
言
冨

ε

呼
ば

れ
て

居
る

禿
頭
の

鷲
は

、

（

圭
こ

し

て

米

大

陸
の

も
の

に

就
て

い

ふ
、

舊
大
陸

に

も
ぐ

巳
廿

霞
o

ε

い

ふ

の

が

あ

る

が

少
し

違
つ

た

者
だ
o

）

書

物
に

よ
る

ご
、

活
物

を
も

食
物
ご

し

て

居
る

樣
に

書
い

て

居
る

の

が

あ

る

が
、

其
實

、

何
れ

も
、

活

物
を

襲
ふ

ご

い

ふ

勇
壯
果

敢
な

鷙
鳥

の

佛
は

備
へ

て

居

ら
澱

っ

中
に

も

ピ

劉
o

厂

く

見
言
言

へ

O
ミ丶
§
疋
k
龕

ミ
臼
“

窒
）

の

如
き

は
、

Op

営
9H9

。

棄

ご

呼
ば

れ
、

不

潔
物
を

掃

除
す
る

の

で
、

亞

米
利

加
熟
帶

地
方
で

調

法
が

ら
れ
て

居
る
な
．

ε

は
、

兄

弟

分
の

鷲
や

鷹
の

面
よ

ご

し

ご

い

ふ
べ

き
で

あ

る
。

唯

目
o

寄
塁
く

巳
ε
き

若
く
は
、

ヒ

冓
ぎ

〉 、

φ
§
養
二

こ

い

は
れ

て

居
る

Q

ミ
潮

§．

韓
霧

§
こ．
g

の

み

は
、

活
き
陀

羊
を

殪
す

の

で
、

南
米
で

は
、

處
に

よ

る

匸
、

牧
畜

者
か

ら
、

ひ

ご

く

恐
が

ら
れ

て

居
る

ご

い

ふ

の

が

あ
る

が
、

併
し

其

襲
鑿
す

る

の

は

必
ら

す
産
み

立
て

の

仔
羊
に

限
り
、

且
つ

先
づ

其
目
を
傷
け
る

に

よ
つ

て

之
を

觀
る

に
、

實
は

此
鳥

、

死
ん
だ

仔

羊

を
見
つ

け

だ
つ

も
り
な
の

で
、

其
活

き
だ

動
物
を

襲
ふ

ご

い

ふ

諢
割
を
得
だ
の

は
、

つ

ま

り
怪

我
の

功
名
に

過

ぎ
ま
い

ご

い

ふ

事
で

あ
る
。

其
譯
は

、

是

産
立
て

の

仔

羊
は
、

殆
ん
ご

少
し

も

動
か

ゐ

ε

い

つ

て

も
よ
い

程
の

も
の

で
、

叉
此
鳥

の

目
を
喙
く
の

は
、

屍
を

食
ふ

時
、

先
づ

此
處
か

ら
始
め

る

の

が

常
だ
か

ら
で

あ
る
Q

尤
も
此

活

物
を

攻
撃

し

得
兎

ビ

い

ふ

の

は
、

＜

巳
ε
肖

窃

一

般
に

、

肢
の

筋
肉
の

發
逹
が

不
充
分
で

、

鷲
や

鷹
や
な

ご

の

樣
に
・

し

か

ε

物
を
つ

か

め

ぬ

に

由
る

の

だ
ビ

い

へ

ば
、

幾
分

酌
量
す
べ

き

點
が

な
い

で

も

な
い
。

而・
し

て

叉
是
性
質
に

適
應
し

（

雜
　

　
鎌
）

　
○

殪
聞

隨
簸

て

は
、

食
溜
め

の

能
力
が

恐
し

く

發
逹
し

、

飽
食
し
た

後
で

は
、

五

⊥

ハ

週
間

位
食
は

す
に

牛

氣
で

居
る

こ

い

ふ

事
で

あ
る
。

（

R
）

　
（
二

＋
二

）

河

豚

毒
の

 

藥．

　

河

豚
の

毒
に

か
主

ら
ぬ

用
心
に

は
、

料
理

の

中
に

、

ヅ

バ

プ

キ

の

芽
で

も

葉
で

も

よ
い

か

ら

少・
し

ば

か

り

入

れ

れ

ば
よ

い
。

ま
だ

青
麥
の

葉
。

莖
●

根

全

部
を

摺
つ

ぶ

し
、

其

汁
を

飮
ん

で

も

毒
を

清
す

事
が

出
來
る
o

　

　

こ

い

ふ

事
だ

が
、

自
分
で

實
驗
む
て

見
た

の

で

な

い

か

ら
．

其

眞
僞
の

程
は

保

證
し

黛

ね
る
。

（

R
）

　
（
二

＋
三
）

自

蟻
の

稟
か

ら

出
入

す

る

數
。

　

或
根

氣
の

よ
い

二

人
の

學

者
が
、

夢
巨
笋

ぎ

島
の

三

書
e〔
磁

ヒ

婁

で
、

巣
か

ら
出

這
入
り

す

る

自
蟻
の

數
を

勘
定

し
た

。

其
結
果

に

よ
る

ご
、

此
小

動
物
は

晝

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
リ

ズ

ム

夜
を

問
は

す
働
い

て

居
る

も
の

で
、

其

活

動
は
律

動

的
だ
G

出
入

b
の
一

例
を
示

す
、・

」

、

先
づ

入
の

部
で

は
、

午
後
の
一

時
か

ら
二

蒔

泡
の

間
に

は

千

七
百

〇
二

な

の

が
、

二

時
か

ら
三

時
ま
で

の

間

に

ば
入
千

百
こ

な
る
。

一

方

出
の

方
で

は
、

正

午
か

ら

午
後
の
一

時

ま
で

の

間
に

は

千

百
九
十
四

に

過

ぎ
鍛

の

が
、

　一

時
か

ら
二

時

ま
で

の

間
に

は

六
千
入

百
二

十
に

逹
す
る
。

（

R
）

　
〔
二

＋
四
）

亜
非

利
加

象
の

値

段。

　
一

概
に

亞

非
利

加，

象
こ

い

つ

て

も

其

中
に

約
五

種
が

含
ま
れ
て

居
る
o

其
中

瀏
〜

疉
さ

龕
ヘ
ミ

贄

象
膏

は
、

十

呎

位
迄

成
長
・
し

得
る

種
類
だ

が
D

週

ミ
丶
丶へ｝
識
切

ご

閣

息〕
§
覊ω
賊
−

書

ご

は
、

共
に

七
呎

位
ま
で

し
か

成
長
む

得
澱

種

類
で

あ
る
。

而

し
て

。

後
二

者
は

身
體
こ

そ

少
さ

け
れ

、

其

數
が

甚

少
い

の

で
、

値

段
は

高
い

。

現
に
「

九

〇
五

年
、

紐
育
動
物
園
で

、

66N

峯
恥

の

積
b
で

買
入
れ

陀
悔

ミ、〜

ミ
恥

は
、

年
は
⊥

ハ

歳
で
．

丈

が

三

呎
八

六
五

N 工工
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（

雜

　
　

鏃
）

　
0
隨
聞

匿

録

吋
、

重
さ

が
亠

ハ

百

磅
む
か

な
か

つ

た
が

、

費
圭
は

例
の

O
ン

曇
HH
・
で

c

詈
臣
z
鑑

で
、

價
は
五

千

圓
で

あ
つ

た
。

其
道
の

人
の

話
に

よ
る

ご

こ

れ
が

印

度
や

外
の

亞
非
利
加
象
な

ら
、

こ

れ

位
の

大
き
で

は
、

こ

の

掌

舜

位
の

値

打
し
か

な
い

ご

い

ふ

事
で

あ
る
。

是
後

、

一

九

〇

七
年
に

、

同
じ

動
物
園
で
、

同

じ
處
か

ら

§
 

9
訂

の

雌

雄
を

買

入

れ

た

が
、

年
齡
二

歳
牢

、

身
長
雄
四

呎

九
吋
牢

、

雌
四

灰
入

吋
、

髓
量
雄
一

千
二

百
二

十
五

諺
、

雌
一

千
○

入

十
磅
で

、

冬

五

千
圓
宛

で

あ
つ

だ
。

其
時

係

員
の

自

慢
話
に

曰

く
、

『

全
ぐ

廉
い

も
ん

で

す
。

こ

の

儘

五
亠

ハ

年
も

育
て

れ

ば
、

一

疋
冖

萬
六

千
園
宛
の

値

打

は

大
丈
夫
で

す
。

』

ご
。

其
翌

年
是
雄
四

歳
の

折
、

約
一

年
牢

に
ぜ
」

れ

丈
或

育・
し
ハ

κ

か

ご

測
W

つ

て

見
た

ら
、

身
長
五
呎

二
畆

刑

四

分

の

一
、

重

さ

千
四

百
六
十

磅

に

な
つ

て

居
つ

た

こ

い

ふ

話
だ

が
、

扨
其
後
は

如
何
な
つ

だ

事
で

あ

ら
う
o

序
に

思
ひ

出
む

た
が

、

最

近

に

或
新

聞
に

載
つ

た

誰
や

ら
の

渡
歐
記
に

、

昨
年
印

度
は

象
狩

b
の

當
り
年

で
、

某
土
豪
が
冖

網
に

百
餘

頭
の

象
を

捕
へ

、

大
變

身
代
を

堆
む
た

樣
に

書
い

て

あ
っ

記

が
、

成

程
一

擧
に

む
て

百

疋

も
つ

か

ま
へ

れ

ば
一

身
代
作
れ
る

譯
だ

。

術

前
記

、

象
の

種

類
の

五
っ

ざ

い

ふ

事
に

就
て

は
、

少・
し

疑

問
が
あ

る

か

ら
、

今
哺

乳
動

物

専
攷
の

人
に

頼
ん

で

調
べ

て

貰
つ

て

居
る

。

次
號
質
疑
應

答
欄
に

其
答
が

載
る

事
で

あ
ら
う
。

（
R
）

　
（
二

＋

五
）

鶴、
鴨、
鳧

　

萬
葉
代
時
に
は

片
假
名
孕
假
名
こ

も

な

炉

り

し
故

、

其
代
時
の

歌
入
が

古
歌
を
記

す
に

は

大
に

閉
口

せ
・
し

樣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ツ

　
ル

　
メ

　
モ

子
見
ゆ

例
ば

『

何
々

シ

ツ

ル

カ

モ

』

ば
『

豆

流
可
聞

要
」

四

字
霽
く
べ

き

を
左
す
る

ε

き

は

字
數
多
く
て

面
倒
な
る

爲
め

訓
を
昇

て

之
れ

　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
六

　
　

コ
　
む

　

を
鶴
鴨
ご

二

字
に

記
む
た

り
、

當
時
に

在
り

て

は
、

之
も
一

便
法

　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
ケ
　

リ

　

な
り
、

夊
、

『

何
シ

ケ

リ
』

を
ば

『

郡
理
』

ご

二

字
に

書
く

ぺ

き

を
、

之

　
　

　

　

　

　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

も

訓
字
を

用
て

鳧
ざ

せ

り
。

然
る

臍
、

鳬
の

字
は

今
に

至

る

ま
で

　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　

　

む

　

歌
に

用
ひ

ら
る

れ

こ

も
鶴
鴨
だ

け
は

用
ら
れ

す
、

蓋・
し

鶴
ε

鴨
ご

　

は

人
の

見
慣
れ

し

鳥
に

て
、

其
文

字
も

多
く

之
れ

を
使
用
す

る

故

　

假

名
の

代
り

に

用
ふ

る

は

變
に

見
ゆ

る

よ
り

自
然
に

癈
れ

琵

る

ε

　

見
ゆ
。

之
に

反
し
て

鳧
は

多
く

見
當
ら
ざ
る

‘

其
の

文
字

も

他
に

　

多
く

用
ひ

ら
れ
ぬ

よ
b
、

今
日

も

歌
俳

諧
の

假

名
に

代
用
せ

ら

る

　

よ

あ

ら
ん
u

因
に

鳧
に

は
ヤ

マ

ケ

リ

ト

＆
ご

§
ミ
毒

（

葺
k
目

ε
匸

　
タ

グ

ソ

或
は

ナ
ペ

ゲ

ソ

園

§

ミ
詳
。・

§
ミ

ミ
勢

（

】
W

国
n

ご凶
訟

肖

）

の

二

…
　

種
あ

る

が

前
記

の

も
の

は

何

れ

を
指

し
だ

る

に

や
。

（

s
）

｝
　
　
（

二

六
）

貴

重
動

物
の

保

護
。

下
等

動

物
ご

人

聞
こ

の

關
係
は

鳥

獸

　

や

昆
蟲

等
の

塲
合

程
分

明
で

無
い

か

ら

む
て

果

し
て
、

有
盆

な

動

　

物
だ
か

有
害
な

動
物
だ

か

劉
斷・
し

難
い

事
が

多
い

、

從
つ

て

何
で

　

も

人
世
に

封

す
る

効
用

如

何
を
詮

議
・
し

だ

が
る

今
の

八

間
が

、

　一

　

向

驅
除
を

試
み

や
う
こ

も
む

な

け

れ
ば

保
護
を

加
へ

や

う
ε

も・
し

　

な
い

の

は

當
然
の

事
で

あ

る
。

然
し

乍
ら
直

接
吾
人

日

常
の

衣

食

一

蘇
 
い

漏
騾
調
辧
峩
ボ

操
娯

顯
蟹
髴

　

珍
奇
な

る

動
物
で

あ
る
。

深
海
底
に

匍
匐
す
る

動
物
や

、

偶
然
に

　

發
見
せ

ら
る

主

稀
有
の

動
物
は

別
に

保

護
の

必

要
も

な
け
れ

ば
、

　

夊
濫

獲
せ

ら

る

3
虞
も

無
い

の

で

め

る

が
、

既
に

艶
減
に

瀕
し

つ

　
ζ

あ
る

魯
鈍
な

右
型
の

動

物
、

一

地
方
に

限
ら
れ

だ

種
類
で

標

本

　
口

尾

や
 

休

隹
丕

豕
に

營
利

的
＃

？
し

く
は

娯
樂

的
に

捕艸
獲
・
し

去

ら
れ
つ

；
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あ
る

動
物

、

下
ら
ぬ

加

工

品
の

原
料
こ

な
る

爲
め

に

鏖
殺
せ

ら
る

タ

輛

物
、

此

等

は

實
に

憐
む
べ

き

運
命
に

陥
つ

て

居
る

も
の

で

あ

る
、

斯
う
云

ふ

不

幸
な

動
物

を

保
護
 

て

其
餘

命
を
一

日

た

り

こ

も
、

長
か

ら

し

め

る

の

は
、

動

物

界
の

位
階

を
極
め

て

跋

扈
し

つ

よ

あ
る

吾
々

人

類
の

義
務
で

は

無
か

ら
う

か
、

學
者

の

我

田

引
水

論
の

樣
に

聞
え
る

か

も

知
ら
滋

が
、

人

間
の

瓧
會
に

其

位
な

餘
裕

が

礁

い

位
な
ら

、

詩
も

作
ら
ぬ

が

よ
し

、

鱠
ら

書
か

ぬ

が

よ

い
o

貴
重
な

動
物
の

旦
日

減
少・
し

行
く
の

は

何

人
も

知
っ

て

居
る

が
、

近
畿
中

國
地
方
の

例
の

カ

ン

ザ
キ

、

是
は

二

十

年
以
雨

に

は
一

向

人
が

注

意
し

な
か

つ

た

も
の

で
、

其
頃

丁

度
田
の

中
の

蛙

同

樣
に

居
た
こ

云
ふ

地

方
で

、

今
で

は

人

夫

を
一

旧

追
ひ

廻・
し

て
一

尾
が

六
ケ

敷
ご
ρ

話
で

あ
る
。

中
國
の

一

部
ご

九

州
の

筑

後
州
ε

に

居

る

オ

ヤ

ニ

ラ

ミ

ズ・

云
ふ

淡
水

魚
（

き．
ミ

翁
毳
ト．
こ、、’气
ミ

さ

§

こ

は
、

元
は

河
邊
フ

ナ

等
を

釣
る

兒
童
が

針
に

か

主

る

の

を
う

る

さ

が
つ

た

稀
だ

が
、
・
今
で

は

専
門
の

漁
夫
に

注

文
ド

て

も

殆
ん

ご

得
ら
れ

蹌

樣
に

な

っ

た
．

斯
う
云

ふ

例
を
數
へ

た

ら
ば
術

限
り

無
く
有
る

で

あ

ら
う
。

内
務
省
が

法
騨

で

鳥
獸
の

減
少
を

防
が

う

こ

し

セ

處

で
、

田

舍
の

方
で

は

獵
期

の

始
ま
ら
鍛

前
に

巡

査
が

裏
の

山
で

雉

子
が

鳴
ー

か

ら

ε

て

人

民
の

處
へ

鐵

砲
を

借
に

來
る

標
な

有
樣

、

既
に

世
人
が

有
釜
ご

認
む
る

動

物
で

さ

へ

薩

逋
り

で

あ
る

か

ら
、

呪
し
て

泥

溝
の

底
に

蠢
い

て

居
る

蟲
等
が

世
人
か

ら

珍
重
が

ら

れ

ぬ

の

も
無

理
は

な
い

。

或
は

生
存

競
爭
に

負
け
た

動

物
は

已
む

を

得
譫

ご

云

ふ

人
が

あ
る

か

へ

知
昌

ぬ

が
、

そ
れ

な

ら
ば

黒
人

も
ア

イ
ノ

人
も
保
誕

す
る
ゼ

及
ば

ぬ

か
、

折
角
動

物
學

者
が

汗
水
垂

ら

（
雜
　

蝕
）

○

鼈
聞

隨
録

　

し
て

研

究・
し

や

う
こ

し
て

も
、

却
つ

て

其
が

仇
こ

な
っ

て

世
間
の

　

慾
に

拔
目
の

無
い

奴
等
に

嗅
ぎ
つ

か

せ
、

漸
く
表

面
の

記
轂
が

印

　

翩
せ

ら
π

セ

頃
に

其
種
が

早
く

も
絶
滅
∵

し

て

行
く

樣
で

は

到
底
眞

　

實
の

研

究
は

出
來
諏

。

國
家
的
觀
念
か

ら

云

っ

て

も
、

日

本
に

特

有

　

な
動

植
物
ば

我
國
の

最

貴
重

な
る

装

飾
で

あ
る

。

運

慶
作
の

蜘

像

｝
　
が

國
萱
な
れ

ば

封
島

塵

キ

ッ

・

キ

も

亦
國
簀
で

な

け
れ

ば
な

ら

 
　
函

。

吾
々

の

齟
先
が

そ
れ
ご

共
　
山
野
に

狩

し
陀

犬
や

、

そ

の

曉

鳴

一
　

を

聞
い

て

一

日
の

勤
に

起
き

上
つ

勉

難
是
等
の

動

物
は

今
や

異
國

…｝
　

か

ら
渡
來

し
陀

耳
の

垂
た

犬
や

、

脚
に

毛
生
へ

た

難

に

追
は

れ
て

　

將
に

租
國

に

其

跡
を
絶
た

ん
こ

し
つ

よ

あ
る
。

帝
室

博

物
館

等
は

　

古
書
や

佛
像
等
の

蒐

集
の

み
’亀

骨
を

折
ら
す
に

、

ち
こ

博
物

學
者

　
の

意
見
を
容
れ

て
、

建

國
以

來
世
々

の

形

見
．
し

も

見
る

可
き

此

麼

　

動

物
の

保
護
に

苦
心
し
て

は

如

何
で

あ

ら

う
か

o

之
に

就
て

、

近

　

頃

貴
紳
の

問
に

吏
蹟
名

勝

天
然
記
念

物

保
存

協
會
ご

い

ふ

會
が

斟

　

來
て

丶

將
に

埋

滅
せ

ん
こ

し
つ

ー

あ
る

史

蹟
、

荒

癈
せ

ん
こ

し
つ

　
≧

あ
る

名
勝
　
さ

て

は
一

日

毀

損
せ

ら
れ
つ

莖

あ

る

國
粹
天

然
物

　
の

保
存

を
圖
ら

ん
こ

せ

ら

れ
つ

3
あ

る

の

は
，

人

道
の

爲
め

國
家

　
の

爲
め

實
に

賀
す

可

き

事
で

あ

る

が
、

吾
人
は

我
國

民
が
一

日

も

　

早
ー

此
事
に

注

意
し

、

當
局

も
亦

成
る

可
ー

速
に

適
常
な
る

處
置

　
を

成
さ

ん

こ

ご

牟

希
望

し
て

止

ま
ゐ
o

其
方
法

に

關
し
て

は

先
輩

　

諸
家
の

閤
に

種
々

意
見
の

あ

ら
れ

る

こ

ご

ー

思
ふ

が
、

或
は

美

徳

　

品
中
よ

り

國
寶
を

撰
ぷ

が

如
く
に

、

諸
部
門
の

動

物
か

ら

貴
重
な

　
る

種

を

撰

定・
し

、

上
↑
興
Ψ

っ

て

其

保
護
に

任
命

る

樺…
に

す
る

も
一

　
方
法
で

あ

ら
汽

。

夊
珍

奇
な

動
物
の

採

集
せ

ら

ρ

陀

塲
合
に

は
、

六
七
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〔
雑

　

　
鍮）
　
○

學
窮

囈
語

其
五

生

命
の

起

源

探
集
家
又
は
廉

存
家
か

ら

或
中
椹
機
關
に

向
つ

て

明

細
に

報
告・
し

て

記

鎌
す
る

樣
に

で

も

し
た

ら
ば

、

研
究
者
は

非
常
の

便
利
を

得

る

で

あ

ら

う

し
、

假
令

其
動

物
が

羅

滅
む
て

も
、

標
本
丈
け
は

完

ム
エ

に

殘
り

は
亡

ま
い

か
。

然・
し

乍
ら

何
等

保
護
の

實
を

擧
け

得
可

き
成

算
が

無
く
て

、

唯
貴
重
動

物
の

名
の

み

を

指
定
・
し

た

な
ら

ば
、

却
っ

て

其
濫
獲

を
促
す

樣
に

な
る

か

ら
、

其
邊
は

よ

く

考
へ

な
け

れ

ば

な
ら

瀚
o

兎
に

角
余
輩
は

此
問
題
に

關
・
し

普
く

邦
人
の

注

意

を
喚

起
し

た
い

ピ

思
ふ

。

（
T

）

●

糧
講
生
命
の

起
源

鞏
の

躄
・

讀

薯
は

、

】

度
蝓
入

せ

ら
れ

た
る

誤

謬
の

容
易
に

驅

逐
せ

ら
れ

難
き

を

知

ら

む
、

生
命・
の

超

源
に

關
す
る

偶
發
設
の

如
き

則
ち

然
h
も
・
今

若

し
人
に

信

ぜ

ら
る

云

時

期
の

長

短
を
以

て

學
説
の

當
否
を

批
刹

し

得
可
ー

ん

ば
、

生
物
偶

發
設
の

如
き

は

最
も
確

實
な

る

も
の

な
る

可
し

、

此

説
は
二

十
慌

紀
を

逋
じ
て

榮
え

來
り
し

を
以
て

な

り
。

若
し

夊
信

す
る

人
の

頭
數
を
以

て

學
説
の

價
値
を

評
定
ら

得
可
く

ん
ば

、

此

説
は

最
も

誤
謬
な

き
も
の

ご

謂
は

ざ
る

可
か

ら
で

、

昔

時
は

勿
諭

、

今
日

に

於
て

も
、

】

階

世
人
は

微
生

物
が

隨
時

發

塊

む

得
る

こ

ご

を
信

す
る

を
以
て

な

b
、

然
れ

こ
も

靜
に

此
説
の

源

を

究
む

る

も
の

は
、

そ
が

淺
薄
な
入

觀
察
に

基
づ

け

る

想

像
ご
、

有
う

得
可・
し

ご

の

漠
然
た

る

認
定
に

よ

り
て

學
界
の

論
壇
に

生
ま

れ

だ

る

こ

ご

を

悟
ら
む

○

實
驗
的
研

究
の

風
潮
が

生

物

學
上
に

齎

ら
さ
把

た
る

は

僅
に

近
古
の

事
な

れ

ば

な
り
o

　
極

古

代
の

人
々

は

勿

論
、

生

物

學
の

鼻
耐
ア

リ
ス

ト

ー

ト

ル

も

亦
生

物
は

偶
發
す
る

も
の

こ

思
へ

b
き．．

但・
し

彼

は

こ

は

鉦

脊

六
入

　

椎
動
物
に

限

ら
れ

、

有

脊
椎

動
物
に

て

は

唯

鰻
の

如

き
若

干
の

魚

　

類
の

み

に

見
ら
る

よ

事
ご

爲
せ

b
き
。

爾…
來

多
く
の

世
紀

を

通
こ

　

て
、

生
物

偶
發
の

考
は

學
者
の

信
用
を
博・
し

、

或
者
は

水

草
を
水

　

泡
む

凝
り
て

成
る

も
の

こ

稱
し
、

或
者

は

魚
介
が

泥
土
よ

り

生

す

　

る

順
序
を

考
ふ

る

に

勉
め

き
c

此
間

特
に

學

者
の

腦
漿
を

絞
ら
し

…
　

め

た

る

も
の

は
、

動

物

體
中
に

突

然

寄
生

蟲
の

出

現
す
る

こ

ご

一
　

よ
、

腐
敗
物
に

生

物
の

發
生
す
る

こ

ご

之
な

う
。

而
し
て

こ

は

近

へ
　

時
に

至

る

ま

で

生

物
偶

發

説
を

支

持
す
る

に

有
力
な
る

證
憑
た
り

へ〜

し

も
の

な

り
。

｝
　
　

十

八
挺

紀
に

至

b
フ

ラ

ン

シ

ス

コ

。

レ

ヂ

出
で

主
、

動

物

屍
體
に

…
　

適
當
な
る

意
を
加
へ

て

昆
蟲
の

來
b
近
づ

く
こ

ご

無
か

ら
む

む
る

…
　

ご

き

は
、

屍
體
に

蛆
の

生
す
る

こ

ご

無
ヨ

を
實
驗
し
以

て

生

物

偶

　
　

發
説

を
否

定
せ

ん

こ

せ

b
。

此
實
驗
は

甚
だ

輕
易
翰

事
な

れ・
定

も
、

へ皿
　
レ

ヂ

の

試
む
る

ま
で

何

人
も
之
を

爲
さ

r
り
・
し

 

b
。

然

れ
こ

も

 
　

寄
生

蟲
の

問
題
に

至
b
て

は
レ

デ

も

亦
如

何
芒

も

す
る

能
は
す

、

…
　

其
後

多
く
の

學
者
亦

此

現
象
に

惱

ま
さ

れ
、

或
は

體
中

の

液

汁
よ

 一
　

b
生

す
ご

云
ひ

、

或
は

宿
主
ご

共
に

宿
主
の

先
詛
よ

り

遣
傳
し

來

一
　

れ

る

も
の

こ

な

せ

り
。

レ

ー

ウ
．

ン

ヘ

ッ

ク

始

め

て

こ

は

外

部
よ

 
　

り

侵
入
す
る

も
の

ε

云
ひ

出
る

せ

も、

實
驗
の

結

果
に

非
ざ
り

き
。

｝
　

眞
に

此

實
驗
の

試
み

ら
れ

た
る

に

十

九

世
紀
に

入

b
て

、

フ

ン

ォ

●

　
シ

ー

ボ

川

ド
、

・

イ

カ

ル

ト
、

キ
。

ツ

ケ

ζ
イ

う

ζ
、

フ

ァ

ン

゜

　
ペ

ネ

デ
ン

等
の

勞
に

よ

れ
り
。

　
　

生
物

偶
發

説
が

信
を
墜
せ
・
し

は
、

主
ご

し
て

、

顯
微
鏡
の

發

明

　

あ
り

て

以

來
、

下

等
動
物
の

體
も

頗
る

複
雜

な
る

構
造

を
有
す
る
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